
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
五
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

二

九

二

号

在
上
海
日
本
国
総
領
事
館
員
の
「
外
国
人
死
亡
書
」
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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在
上
海
日
本
国
総
領
事
館
員
の
「
外
国
人
死
亡
書
」
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

標
記
案
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
十
八
年
五
月
十
五
日
に
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
内
閣
か
ら
同
年
同
月
二
十
三
日
付
で

答
弁
書
を
受
領
し
た
（
以
下
、
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
。
「
前
回
答
弁
書
」
を
踏
ま
え
、
追
加
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
は
外
務
本
省
で
起
案
し
た
か
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
政
府
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
一
般
に
、
上
海
市
に
お
い
て
外
国
人
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
現
地
の
公
安
局
が
外
国
人
死
亡
証
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
館
員
に
つ
い
て
も
、
外
国
人

死
亡
証
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
外
国
人
死
亡
証
は
、
医
学
的
見
地
か
ら
、
館
員
の
死
因
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
御
指
摘
の

「
仕
事
の
重
圧
」
と
い
っ
た
記
載
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
外
務
本
省
に
対
し
て
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
外
国
人
死
亡
証
に
つ
い
て
外
務
本
省
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

外
国
人
死
亡
証
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
外
務
省
が
答
弁
し
て
い
る
の
は
論
理
矛
盾
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
死
亡
証
明
証
の
内
容
に
つ
い
て
承
知
し
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

平
成
十
八
年
五
月
十
五
日
付
読
売
新
聞
朝
刊
が
報
じ
た
総
領
事
館
側
が
「
『
自
殺
の
動
機
は
仕
事
の
重
圧
』
と
説
明
す
る

書
類
に
署
名
し
て
い
た
」
と
の
報
道
を
外
務
省
は
誤
報
と
考
え
て
い
る
か
。

一



四

三
の
報
道
が
明
ら
か
に
な
っ
て
以
後
、
外
務
省
が
読
売
新
聞
に
対
し
て
抗
議
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


